
『歯科に求められること！

 

～震災後の多職種連携と事例より～』

 

金澤

 

洋

 

先生

 

（気仙沼歯科医師会在宅歯科医療連携室長

 

）

主催：鶴見大学、鶴見大学歯学会

会場：鶴見大学会館メインホール

参加費：1000円（『学びーば』の活動資金に充てさせていただきます）

申し込み：鶴見大学歯学部教学課（裏面FAXにて）

(開場

 

13:00)

鶴見大学歯学部震災援助支援委員会チャリティーシンポジウム

日時：平成26年

 

1月

 

25日（土）13 : 30 – 17

 

: 00

ご挨拶

13:45-14:30

13:30-13:40

14:30-15:15

15:30-16:15

第2部：パネルディスカッション 16:20-16:50

休憩

被災地で芽生えた医療連携

東日本大震災より３年目を迎えようとしています。まだまだ忘れてはいけない。寄り添い、できる

 

支援を模索していくことが大切に思います。
本学では宮城県気仙沼市の２つの小学校において『学びーば』という、子どもたちの集う場所をつ

 

くる学習支援活動をしています。今年は6年生の修学旅行として横浜に招待をさせていただきました。

 

もう一方で、被災者や要介護者の口腔衛生管理や地域における摂食・嚥下リハビリテーションの体系

 

ができるように、宮城県歯科医師会、気仙沼歯科医師会と共に南三陸から気仙沼の高齢者施設を中心

 

に医療支援を継続してきました。
この度は震災後より地域医療のために奔走されてきた3人の先生方をお招きして、チャリティーシ

 

ンポジウムを開催させていただくことになりました。
現在も気仙沼を中心にコーディネーターとして尽力されている古屋医師と、外部からの医療支援ス

 

タッフと連携を取りながら、医科歯科連携や多職種連携の礎になった震災当時の歯科医師会長である

 

金澤氏、そして支援を機に気仙沼市立本吉病院の院長に就任された川島医師をお迎えして、被災地で

 

の地域医療の変遷とこれからについて、訪問診療や口から食べる取り組みの現状を交えて、熱くお話

 

しをしていただきたいと思います。

宮城県気仙沼市における「訪問診療」や「口から食べること」を支える取り組み
逆境からのこれまで、そしてこれから

『多職種連携の鍵』

 

古屋

 

聡

 

先生

 

（山梨市立牧丘病院院長）

『地域で人を支えるということ

 

その想い！』

川島

 

実

 

先生

 

（気仙沼市立本吉病院院長）

第1部：基調講演
司会

 

：

 

飯田

 

良平（鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座）

閉会の辞

テーマ：東日本大震災でみえた医療支援の課題と多職種連携の鍵

問い合せ：（045）580-8344 鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座第3研究室

16:55

鶴見大学副学長

 

前田伸子



鶴見大学会館鶴見大学会館
ＪＲ

 

京浜東北線

 

鶴見駅

 

徒歩１分

会場会場

※ご記入いただきました個人情報は、本講演会のご出席者の確認に関係者のみで使用し、

 

その他の第三者に提供することはありません。適切な安全管理措置にて保管いたします。

※定員300名を越えた際にはお断りのご連絡をさせていただく場合があります。

ＦＡＸＦＡＸ番号番号：：（（045045））557474--00222255

至 東京至 横浜

1/251/25シンポジウムシンポジウム
参加申し込み参加申し込み

ご施設名

電話番号

参加者お名前

ふりがな

参加者お名前

ふりがな

参加者お名前

ふりがな

参加者お名前

ふりがな

参加者お名前

ふりがな

参加者お名前

ふりがな

職種 職種

職種

職種

職種

職種

※参加者の欄が足りない場合は、用紙をコピーいただくか、参加者の総数をご記入ください。

※お車での来場はご遠慮ください

問い合せ：（045）580-8344 鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座第3研究室

（鶴見大学歯学部教学課）
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